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朝日生命ホール
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トワイライト・スノー。986舗     シュン・7・rリップス作曲
[ 笙 ]ジ ュン・フィリップス  [琵  琶]田 原 順子

[尺  八]坂 田 誠 山

たそがれ時に降っていた雪が′じヽに深 く残 り、それを思って書きました。

この曲を書 く少 し前にインド音楽の演奏会 を聴 く機会があ り、その影

響を強 く受けました。

タンブーラの替わ りに笙を使った り、即興演奏を取 り入れたこと、 ソ

ズムやピッチ (音程)の順番にもそれが表われています。

(グループ・インテグラル委IIF作 品)

RYOANЛ 竜安寺0983●. ジョン・ケージ 作曲

[笛 ]竹 井 誠     [打 楽 器]黒 坂  昇

私はまず、キタ・サラバイなどインドの音楽家達 と親密な交際を始め

ました。彼女か らもらった本を読み、禅の教えを書いた ものが一番Fp象

に残 りました。当時、幸運にもコロンビア大学で禅の講義を二年間続け

て聞 くことができたのです。以来、 日本を数回訪れました。一度は鎌倉、

その次は京都の竜安寺で した。

この曲は石のまわ りの小石を熊手でか くように、五線譜の上を か`き
″

ました。左か ら右へ書かないといけないので、石のよわ りをぐるっ と回

るようには書けませんけど、石の輪郭の一部を書 くことはで きました。

その輪郭を横軸の「時間」 と縦軸の「ピッチ (音程 )」 に配置 したのです。

秒 きざみで滑べるような音 とは対照的に打楽器の音を使い、庭の大 きな

石 と敷 きつめた小石の対照的な様子を表わしています。笛が1,日の石の

輪郭を奏で、それに対照的な打楽器の音は少なくても私の感覚では小石

を表現 しています。

一―ニューヨークにおける「 6時間マラソン

コンサー ト」でのインタビューか ら抜粋――

協奏組曲。お鋼
[ 笛 ]藤 崎 重 康

[尺  八]坂 田 誠 山、米 澤  浩

[十三絃筆]花房はるえ

[二十絃年]大 畠菜穂子

篠笛 と和楽器合奏団のための『協奏組曲』を1984年 に日本音楽集団の

ために作 りました。第一楽章はプロローグの感 じで、次に三拍子の叙情

的な舞曲、その後に打楽器を使っている民謡的な舞曲、最後 にエピロー

グのような物があって、第一楽章の反響が聞こえます。

この曲は篠笛協奏的な物のシリーズの中の一つで、1982年 に『霧響』

を作 り(初演を自分で吹いて)1984年 に『森倉』。両方のために西洋弦楽

オーケス トラを入れて、『協奏組曲』だけは和楽器合奏団のために作った

ディヴィッド・ロープ 作 曲

[十 七 絃]宮 越 圭 子

[打 楽 器]高 橋 明 邦、望月大喜之丞

[指  揮]田 村 拓 男

曲です。 (デ ィヴィッド ローブ)

第 1部■三つのアメリカ人作品



序の曲(鵬・ l 三木 稔 作曲

[尺  八]坂 田 誠 山       [二 十絃筆]本 村 玲 子
[大革三味線]坂 井 敏子

[弦楽合奏]新日本フィルハーモニー交響楽団弦楽アンサンブル

邦楽における伝統的な三曲合奏 と、近代西欧世界たる弦楽アンサンブ
ル との協奏で、従来の伝統を断った作曲者独自の発言がなされています。

この作品に続 く、「破の曲」(1974年 )、 「急の曲」(1981年 )を もって「鳳

凰三連」力
'形成されますが、この曲は、いわばその前奏曲です。

楽器編成は長管尺八、二十絃等、太悼三味線、及び弦 5部です。

楽市七座0%8劉 日本初演― 和田 薫 作曲

[笛 ]竹 井 誠     [打 楽 器]高 橋 明邦、黒 坂  昇
マイケル・ウドーとミシガン・パーカッション アンサンブル

この作品は、1987年 ミシガン大学音楽協会の委嘱により、 ミンガン・
パーカッション・ アンサンブル と邦楽器のために作曲されました。曲は、

日本 と西洋音楽の接点 というより、む しろ日本の伝統芸能を素材 とし、

その領域で各奏者にそれぞれ即興的な ｀
見せ場

″
を提供 し、洋の東西を

日本音楽を軸に対流的にあつかっています。

初演は、1988年 アメリカ・ アンアージヾ―でおこなわれ、次いでデ トロ

イ ト、ニューヨーク各地で演奏されました。

尚、この作品は、親愛なる友人で もあるマイケル・ ウドー氏に捧げら

れてお ります。                   (和 田 薫 )

一

一

―

弥 勒 効 果 颯晰 銅 一 日本初演― 吉松 隆 作曲

ミュージック・フロム ジャバン十日本音楽集団共同委嘱作品
[弦楽合奏]新 日本フィルハーモニー交響楽団弦楽アンサンブル

[笛 ]竹 井 誠

[尺 八 I]坂 田 誠 山

[尺 八 II]藤 崎 重 康

[尺 八 IΠ ]米 澤  浩

[剌綽三味線]野 口美恵子

〔琵  琶]田 原 順 子

[筆  I]花 房はるえ

[年  II]木 村 玲 子

[十 七 織]宮 越 圭 子

[打 楽 器]尾 崎 大 ―、黒 坂  昇

[指  揮]日 村 拓 男

T鶴義
せ

,ア置
と
71黛顧異

ための雅歌。
弥勒は、釈迦 の入滅後56億 7千万年後に地上に降 り立ち、世界を救済

するといわれる仏。マイトレイヤ「慈か ら生 まれた ものJと 呼ばれる。

彼は、私たちの生 と死 とを、ただ静かに見守っている。そして、生成

し消えて行 くすべての ものたちのために微笑む。

私の音 も、そんな弥勒の穏やかな微笑みの前で生まれ、そして消えて

ゆ くo                       (吉 松 隆)
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凸●う。970m            三木稔作曲

人を喰った名前ですが、内外で大変人気のある作品です。各楽器がさ

まざまな応答の仕方をします。個性の強い日本の楽器の特徴を生か して、

伝統的であ りながら極めて現代的、冥想的か と思 えば血の湧き立つ リズ

ムが延々と続 くといった不思議な曲です。指揮者が途中か ら打楽器奏者

を兼ねるアンサンブル方式 も、新鮮な着想 といわれています。

日本コロムビアの委嘱で作曲、同年初録音、翌71年に日本音楽集団第

13回定期演奏会で初演されました。楽器編成は第一群に尺八高音、十三

絃争、太悼三味線、第二群 に能管、二十絃等、琵琶、第二群 に細樟三味

線、十七絃、尺八低音です。

―

大 津 絵 幻 想 。図旬         長沢]腋 作曲

[笛 ]竹 井 誠

訳八(高音)]坂 田 誠 山

[尺人に音)]米 澤  浩

[細綽三味線]野 口美恵子

[大綽三味線]坂 井 敏 子

[笛 ]竹 井 誠

[尺 八 1]坂 田 誠 山

[尺 八 II]藤 崎 重 康

[尺 八 lll]米 澤  浩

[胡  弓]畦 地 慶 司

[錮綽三味線]野 口美恵子

[大檀三味線]坂 井 敏 子

[琵  琶]日 原 順 子

[十三絃挙]花房はるえ

[二十絃挙]木 村 玲 子

[十 七 絃]宮 越 圭 子

〔指  揮]田 村 拓 男

[琵  琶]田 原 順 子

[十三絃年]花房はるえ、熊沢栄利子

[二十絃筆]木 村 玲 子、佐藤由香里

[十 七 絃]宮 越 圭 子、大畠菜穂子

[打 楽 器]尾 崎 大 一、望 月大喜之丞

[指  揮]田 村 拓 男

「大津絵」 とは、江戸時代 に近江国 (今 の滋賀県)大津の追分あた りで

売 られていたおみやげ用の民衆絵画のことです。 それは、当時の民衆の

哀歓や世相風刺が泥絵具でユーモラスなタッチでおお らかに画かれてお

り、全国津々浦々にまで広が り親 しまれていました。大津絵を深 く愛 し

ていた柳宗悦氏はこの美 しさについて、それはどこまで も民衆か ら出る

美 しさであ り、民衆ならでは産み得ないものだ と述べてお り、その無銘

な世界か ら来 る大津絵の美を鋭 く指摘 しています。

この作品は、大津絵の中か ら五つを選び、その奥深 くにひそむ民衆の

誇 らない自然の姿 と智恵 と余裕を、 日本楽器の音に託 して表現 しようと

試み られています。

楽器協力 :ジャパン・パーカッション・センター

ヤマハ(株 )管・教育楽器事業部
和田薫「楽市七座Jに おいてミシガン フヾ―カッション・アンサ

ンブルが使用する楽器は、表記 2社の提供協力を得たものです。

衣装協力 :東 レ株式会社
この演奏会で女性演奏者が着用している衣装は、

｀
東レ・シルッ

クきもの″
で、アメリカ公演のために生地提供 をうけたものです。
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■マイケル・ウドーとミシガン・パーカッション・アンサンブル
マイケル・ウドー氏は、20世紀の打楽器界において、指導的な役割を

果たしているアメリカの打楽器奏者。彼は、ノロ パーカッショニスト

として東京のインターソンク・ フェスティバル、 ドイツのライン音楽祭

をはじめとして多くの海外ツアーも行つてきた。
ニュー・オリンズ・ フィルハーモニーの打楽器奏者、歴史的な打楽器

合奏団「プラックアース・パーカッション・グループ」ゃ革新舞踏 との

共演など、打楽器奏者 として幅広 く多彩な経歴を持っている。

現在もミシガン・パーカッション・アンサンブルの主宰 サンタ・ フ

ェ・オペラやサンタ・ フェ室内合奏団での演奏活動のかたわら作由にも

精力的に取 り組んでおり、彼の作品はスカラ座の打楽器奏者達やシンシ

ナティ・パーカッション //ル ープ、そして自らのアンサンブルによぅ

で日本のNHKを 合む各国のラジオ放送で紹介された。彼自身もCRI、
アドバンス・レコードなどで多くのレコードを録昔 してtヽ る。

マイケル ウドー率いるミシガン・パーカッション・ アンサンブルは、

ワシントンDCに おけるPAS(打 楽器芸術協会)の 25周年記念コン

サー なヽどを含む一流の音楽大会で高い評価をうけてきた。この若 くエ

ネルギー温れる合奏団は 1986年 に、名マソンバ奏者安倍圭子 と共に日

本の作曲家の作品によるいくつかのコンサー トをアメリカ国内で行ない、

1988年 にはリンカーン・センターにおいて日本音楽集団と共演するなど、

音楽を通じて日本との文化交流に大きな役割を果たしている。

■新日本フィブレ ―ヽモニー交響楽団弦楽アイ ンカ レ

新日本フィルハーモニー交響楽団は、1972年 、自主運営のオーケスト

ラとして発足。指揮者団に小澤征爾 朝比奈隆、山本直純、小泉和裕、

手壕幸紀を擁 し、90名 の楽団員によって現在年間 160回 を越える演奏会

をイ子っててヽる。

楽団の顔 となる定期演奏会は今年 160回 を越え、東京の数あるオーケ

ストラ中、最 も意欲的かつ斬新なプログラミングを誇っており 多くの

リスナーの支持によって ここ数年来売 り切れの状態が続いている。

1974年 と85年 にヨーロッパとアメリカに演奏旅行を行う。

■吉松 隆
1953、 東京に生まれる。1972、 松村禎三氏に師事。1974、 慶応義塾大

学を中退。ロック ジャズ 邦楽のグループなどに参加。音楽的放浪生

活を送る。1980、 交響楽振興財岡第 2回作品質入選 :「 ドーソアン」。現

代の音楽展81に て初演。NHK交 響楽周尾高賞二十周年記念コンサー ト

にて再演。ユネスコ国際現代作曲家会議(IMC)入 選 :「 チカプ」。1984

個展「魚座の音楽展J横浜にで開催。西村朗 と「世紀末音楽研究所」設

立。1985 ギター協奏曲「天馬効果J初演。文化庁舞台芸術倉1作奨励賞。

1986、 日本フィ′レ●シソーズ第31作 「鳥たちの時代」初演。「天 5効果J

第24F■lレ コー ド アカデミー賞日本人作品部門賞受賞。1987、「魚座の音

楽論」昔楽之友社より出版。第8回 草津f■l際夏期音楽フェスティヴァ′レ

招待作曲家。

現在 鳥/神話の動物/星 /天使/人間などのシリーズを進行中。

■和田 薫
1962年 山口県に生れる。17歳から 作出を独学で勉強する。処女作が

全国学芸コンクールに入選 し、その後東京音楽大学へと進学。作曲を伊

福部昭 有馬ネし了 池野成の各氏に 指1躍を,夕 沢安彦氏にll事する。在

学中 学芸コンクール ]位 海上自衛隊記念コンクール人選 交響楽振

興財lrl作 出1賞 人選 さらに企IJ吹 奏楽コンクールに作 :1,が選ばれる。

1985年 ll大学作曲科を首席て卒業 「1年 、尾高忠呼l指揮東京フィルハー

モニックオーケストラにより くオーケストラのためのメタモルフィック

ムープメント〉が初演される。

1986年 よリ アムステルダ′,を 中tヽ に欧米活重力を始める。同年 オラ

ングにおいて くオータストラのための 1つ の断車〉を‖t界 初演。ヤ1987

11 アムステルダム・フィルハーモニック・オーケストラにより同作を

再ilrl。 くフ′レー ト ハープ、オ「楽器のための相掛〉が、ニューヨークでお

こなわれた国際現代作出家コンタールに人選。1988年 くオーケストラの

ための民舞組‖〉力
'ス

ウェーデンで世界初演され、その後スウエーデン、オ

ラング各地で,,満 される。



琴 先抑 来暑虐
東京都目黒区碑文谷219-16 TEL(792)3481

事を受するすべての人の饉細な感悸を忠実に音に表現す

るために 楽器の本質を追求した●

アイ・エム・エス
0楽器り…ス0保管●移動0ステーシ・スタッフ派遣

〒167東京都杉並区上荻 2-21-25
オリオンシャトーlF
PHONE 03-397-2292
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〈7/ツカ公演のすべて力ゞわかる〉
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